
JP WO2015/050050 A1 2015.4.9

10

(57)【要約】
　超音波内視鏡システムは、内視鏡状態情報を格納する
識別部を備えた超音波内視鏡と、超音波内視鏡の前記識
別部の内視鏡状態情報を読み出す第１の読出し部を備え
たビデオプロセッサと、観測装置用通信部で得られた内
視鏡状態情報を読み出す第２の読出し部とを備えた超音
波観測装置と、前記ビデオプロセッサの第１の読出し部
で得られた前記内視鏡状態情報と、前記超音波観測装置
の第２の読出し部で得られた前記内視鏡状態情報とを比
較し、情報が一致した場合にのみ前記超音波内視鏡と前
記超音波観測装置との無線接続を確立する制御を行う制
御部とを具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学観察可能な超音波内視鏡と、光学観察のためのビデオプロセッサと、超音波観察の
ための超音波観測装置とで構成される超音波内視鏡システムにおいて、
　前記超音波内視鏡は、
　撮像部と、
　超音波振動子と、
　内視鏡状態情報を格納する識別部と、
　超音波信号および前記内視鏡状態情報を無線により送受信する内視鏡用通信部と、
を備え、
　前記ビデオプロセッサは、
　前記超音波内視鏡の前記撮像部で得られた光学画像を処理する光学画像処理部と、
　前記超音波内視鏡の前記識別部の内視鏡状態情報を読み出す第１の読出し部と、
を備え、
　前記超音波観測装置は、
　前記超音波信号を送受信可能な送受信部と、
　前記超音波内視鏡の前記内視鏡用通信部と通信し、前記超音波信号および前記内視鏡状
態情報を送受信する観測装置用通信部と、
　前記観測装置用通信部で得られた前記超音波信号に基づいて画像を生成する超音波画像
処理部と、
　前記観測装置用通信部で得られた前記内視鏡状態情報を読み出す第２の読出し部と、
を備え、
　前記ビデオプロセッサの第１の読出し部で得られた前記内視鏡状態情報と、前記超音波
観測装置の第２の読出し部で得られた前記内視鏡状態情報とを比較し、情報が一致した場
合にのみ前記超音波内視鏡と前記超音波観測装置との無線接続を確立する制御を行う制御
部
　を具備することを特徴とする超音波内視鏡システム。
【請求項２】
　前記内視鏡状態情報は、前記超音波内視鏡の識別情報も含んでいることを特徴とする請
求項１に記載の超音波内視鏡システム。
【請求項３】
　前記ビデオプロセッサまたは前記超音波観測装置の一方に接続される表示装置と、
　前記光学画像処理部と前記超音波画像処理部を接続する画像通信線とを備え、
　前記光学画像処理部または前記超音波画像処理部は、前記画像通信線によって相互に接
続された他方の画像処理部から画像情報を入手し、光学画像と超音波画像の双方を前記表
示装置で切り替え可能に表示する
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡システム。
【請求項４】
　少なくとも１つの前記ビデオプロセッサおよび少なくとも１つの前記超音波観測装置と
接続されて前記制御部が構成された表示装置を備え、
　前記表示装置は、
　前記ビデオプロセッサおよび前記超音波観測装置の各画像出力を入力できる画像入力部
と、
　前記ビデオプロセッサおよび前記超音波観測装置の前記第１および第２の読出し部から
出力される前記内視鏡状態情報が入力される内視鏡情報入力部と、を具備し、
　前記制御部は、前記内視鏡情報入力部により入力された前記複数の内視鏡状態情報を比
較し、情報が一致した場合にのみ前記超音波内視鏡と前記超音波観測装置との無線接続を
確立する指示を行うと共に、前記内視鏡状態情報が一致する前記ビデオプロセッサおよび
前記超音波観測装置の画像を切り替え可能に表示する制御を行う
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡システム。
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【請求項５】
　前記表示装置は、前記超音波内視鏡と前記超音波観測装置との通信が確立された場合、
確立されている状態を表示画面に表示する
　ことを特徴とする請求項３又は４に記載の超音波内視鏡システム。
【請求項６】
　前記超音波内視鏡は、前記超音波内視鏡と前記超音波観測装置との通信が確立された場
合、確立されている状態を表示する表示部
　を具備したことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１つに記載の超音波内視鏡シス
テム。
【請求項７】
　光学観察可能な超音波内視鏡と、光学観察のためのビデオプロセッサと、超音波観察の
ための超音波観測装置とで構成される超音波内視鏡システムの通信方法であって、
　前記超音波内視鏡に接続された前記ビデオプロセッサの第１の読出し部が、前記超音波
内視鏡の識別部に格納された内視鏡状態情報を読出す手順と、
　前記超音波観測装置の観測装置用通信部が、前記超音波内視鏡の内視鏡用通信部と無線
通信し、前記内視鏡状態情報を受信する手順と、
　制御部が、前記ビデオプロセッサ及び前記観測装置用通信部が受信した内視鏡状態情報
を照合して一致判定を行い、一致していると判定した場合に前記超音波内視鏡と前記超音
波観測装置との通信を確立する制御を行う手順と
　を具備したことを特徴とする超音波内視鏡システムの通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接続を簡単にした超音波内視鏡システム及びその通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波内視鏡は、撮像素子による内視鏡画像（光学画像）及び超音波探触子による超音
波画像を出力可能である。超音波内視鏡の出力を光学画像の処理を行うビデオプロセッサ
に与えることで、モニタに内視鏡画像を表示させることができる。また、超音波内視鏡の
出力を超音波画像の処理を行う超音波観測装置に与えることで、モニタに超音波画像を表
示させることができる。また、超音波内視鏡を、ビデオプロセッサ及び超音波観測装置両
方に接続することで、これらの装置において患者情報を共有化することができ、各患者毎
の内視鏡画像及び超音波画像による検査状況を一括管理することができる。その結果、診
断方針を決める上で、複眼的な視点による判断が可能であり、診断に有用である。
【０００３】
　即ち、超音波内視鏡がそれぞれ接続されるビデオプロセッサと超音波観測装置とは、相
互に設定情報及び画像を共有することで、検査状況の一元管理が可能となる。このような
情報の共有のために、超音波内視鏡と各機器とは、ケーブル等により接続される。
【０００４】
　しかし、超音波内視鏡は、診断に用いられた後洗浄処理する必要があり、この際、超音
波内視鏡とビデオプロセッサ及び超音波観測装置との接続に用いた各ケーブルを取り外す
必要がある。このように、洗浄処理の前後で、超音波内視鏡とビデオプロセッサ及び超音
波観測装置との間のケーブルの着脱を行う必要があり、術者にとって煩雑な作業が必要と
なってしまう。
【０００５】
　なお、日本国特許４９０８８９７号（以下、文献１という）においては、体表用の超音
波観測装置において、超音波プローブと無線通信を行う技術が提案されている。文献１の
提案では、超音波信号を通信する部分を無線にすることで、超音波観測装置用との間のケ
ーブルの着脱作業を不要にして、手間の軽減を可能にしている。
【０００６】



(4) JP WO2015/050050 A1 2015.4.9

10

20

30

40

50

　しかしながら、文献１の提案は、超音波プローブと超音波観測装置とを１対１で接続す
るものであり、超音波内視鏡のように、１対多の接続は考慮されていない。このため、文
献１の提案を利用した接続を行ったとしても、ビデオプロセッサと超音波観測装置との間
で情報の共有が行われる訳ではなく、各患者毎に、内視鏡画像及び超音波画像による検査
状況を一括管理することはできない。
【０００７】
　本発明は、無線による通信を確立して接続作業の手間を軽減すると共に、超音波内視鏡
、ビデオプロセッサ及び超音波観測装置間で接続を確立して情報を共有することができる
超音波内視鏡システム及びその通信方法を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る超音波内視鏡システムは、光学観察可能な超音波内視鏡と、光学観察のた
めのビデオプロセッサと、超音波観察のための超音波観測装置とで構成される超音波内視
鏡システムにおいて、前記超音波内視鏡は、撮像部と、超音波振動子と、内視鏡状態情報
を格納する識別部と、超音波信号および前記内視鏡状態情報を無線により送受信する内視
鏡用通信部と、を備え、前記ビデオプロセッサは、前記超音波内視鏡の前記撮像部で得ら
れた光学画像を処理する光学画像処理部と、前記超音波内視鏡の前記識別部の内視鏡状態
情報を読み出す第１の読出し部と、を備え、前記超音波観測装置は、前記超音波信号を送
受信可能な送受信部と、前記超音波内視鏡の前記内視鏡用通信部と通信し、前記超音波信
号および前記内視鏡状態情報を送受信する観測装置用通信部と、前記観測装置用通信部で
得られた前記超音波信号に基づいて画像を生成する超音波画像処理部と、前記観測装置用
通信部で得られた前記内視鏡状態情報を読み出す第２の読出し部と、を備え、前記ビデオ
プロセッサの第１の読出し部で得られた前記内視鏡状態情報と、前記超音波観測装置の第
２の読出し部で得られた前記内視鏡状態情報とを比較し、情報が一致した場合にのみ前記
超音波内視鏡と前記超音波観測装置との無線接続を確立する制御を行う制御部を具備する
。
【０００９】
　また、本発明に係る超音波内視鏡システムの通信方法は、光学観察可能な超音波内視鏡
と、光学観察のためのビデオプロセッサと、超音波観察のための超音波観測装置とで構成
される超音波内視鏡システムの通信方法であって、前記超音波内視鏡に接続された前記ビ
デオプロセッサの第１の読出し部が、前記超音波内視鏡の識別部に格納された内視鏡状態
情報を読出す手順と、前記超音波観測装置の観測装置用通信部が、前記超音波内視鏡の内
視鏡用通信部と無線通信し、前記内視鏡状態情報を受信する手順と、制御部が、前記ビデ
オプロセッサ及び前記観測装置用通信部が受信した内視鏡状態情報を照合して一致判定を
行い、一致していると判定した場合に前記超音波内視鏡と前記超音波観測装置との通信を
確立する制御を行う手順とを具備する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る超音波内視鏡システムを示すブロック図。
【図２】第１の実施の形態の動作を説明するためのフローチャート。
【図３】本発明の第２の実施の形態を示すブロック図。
【図４】本発明の第３の実施の形態を示すブロック図。
【図５】第３の実施の形態の動作を説明するためのフローチャート。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１２】
（第１の実施の形態）
　図１は本発明の第１の実施の形態に係る超音波内視鏡システムを示すブロック図である
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。本実施の形態は、超音波内視鏡と超音波観測装置との間を無線通信によって接続するよ
うにしたものである。
【００１３】
　図１において、超音波内視鏡１０とビデオプロセッサ２０とは、ケーブル５１によって
接続可能である。ケーブル５１には両端に図示しないコネクタが設けられており、これら
のコネクタをそれぞれ超音波内視鏡１０とビデオプロセッサ２０とに接続することで、超
音波内視鏡１０とビデオプロセッサ２０とはケーブル５１を介して着脱自在に接続される
。一方、超音波内視鏡１０と超音波観測装置３０とは、後述するように、無線通信によっ
て接続される。
【００１４】
　超音波内視鏡１０は、光学画像を取得する撮像部１１を有している。撮像部１１は、Ｃ
ＣＤやＣＭＯＳセンサ等によって構成されており、被写体からの光学像を光電変換して、
内視鏡画像として出力する。撮像部１１からの内視鏡画像は、ケーブル５１を介してビデ
オプロセッサ２０の撮像処理部２１に供給されるようになっている。
【００１５】
　ビデオプロセッサ２０の撮像処理部２１は、制御部２４に制御されて、超音波内視鏡１
０の撮像部１１を駆動制御すると共に、撮像部１１からの内視鏡画像を画像出力部２２に
出力する。画像出力部２２は、制御部２４に制御されて、内視鏡画像に所定の画像信号処
理を施して、モニタ４０に出力する。
【００１６】
　また、画像出力部２２には、後述する超音波観測装置３０の画像処理部３４からの超音
波画像が通信線５３を介して入力される。画像出力部２２は、内視鏡画像及び超音波画像
を夫々単独でモニタ４０に出力することができると共に、内視鏡画像及び超音波画像を合
成して、モニタ４０に出力することができるようになっている。モニタ４０は、入力され
た画像を図示しない表示画面上に表示するようになっている。
【００１７】
　超音波内視鏡１０には、超音波を送受信するための振動子１２、超音波駆動部１３及び
超音波受信部１６が設けられている。超音波駆動部１３は、内視鏡用通信部１４から与え
られた制御情報に基づいて、振動子１２を駆動する。振動子１２は、超音波駆動部１３に
駆動されて、生体内に超音波パルスを繰り返し送信し、生体内から反射される超音波パル
スのエコーを受信する。超音波受信部１６は、振動子１２の受信信号を処理して内視鏡通
信部１４に送信する。
【００１８】
　また、超音波内視鏡１０には内視鏡固有の情報を保持する識別部１５が設けられている
。識別部１５は、内視鏡固有の情報を内視鏡用通信部１４に出力するようになっている。
内視鏡用通信部１４は識別部１５に保持されている内視鏡固有の情報を読出して、ケーブ
ル５２を介してビデオプロセッサ２０の読出し部２３に出力することができるようになっ
ている。なお、ケーブル５２は図示しないコネクタによって、超音波内視鏡１０及びビデ
オプロセッサ２０相互を着脱自在に接続することができるようになっている。また、ケー
ブル５１，５２は共通のケーブルであってもよい。また、ケーブル５１に代えて、ケーブ
ル５２の図示しないコネクタを経由して、内視鏡固有の情報を伝送するようにしてもよい
。
【００１９】
　ビデオプロセッサ２０の読出し部２３は、超音波内視鏡１０の内視鏡用通信部１４から
の内視鏡固有の情報を読出して、制御部２４に出力する。制御部２４は、ビデオプロセッ
サ２０内の各部を制御すると共に、後述する超音波観測装置３０の制御部３５との間で通
信線５４による通信を行うようになっている。即ち、ビデオプロセッサ２０と超音波観測
装置３０との間は通信線５３，５４による有線通信が行われる。超音波内視鏡１０の洗浄
に際して、ビデオプロセッサ２０と超音波観測装置３０とは通信線５３，５４によって接
続したままでもよい。
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【００２０】
　本実施の形態においては、超音波観測装置３０には観測装置用通信部３２が設けられて
いる。超音波内視鏡１０の内視鏡用通信部１４及び観測装置用通信部３２は、無線通信機
能を有して、両者の間で無線による通信を行うことができるようになっている。
【００２１】
　内視鏡用通信部１４は、超音波観測装置３０から超音波駆動に関する情報を受信すると
共に、超音波受信部１６から与えられた振動子１２の受信信号を超音波観測装置３０に送
信する。更に、内視鏡用通信部１４は、識別部１５が保持している内視鏡固有の情報を読
出して、無線通信によって超音波観測装置３０に送信するようになっている。
【００２２】
　超音波観測装置３０の送受信処理部３３は、制御部３５に制御されて、超音波観測装置
３０の送受信処理を行う。観測装置用通信部３２は、送受信処理部３３に制御されて超音
波画像を受信すると共に、制御部３５から与えられた超音波駆動のための情報を超音波内
視鏡１０に送信する。観測装置用通信部３２は、受信した超音波画像を送受信処理部３３
を介して画像処理部３４に出力する。
【００２３】
　画像処理部３４は、入力された超音波画像に対し所定の画像信号処理を施す。送受信処
理部３３は、制御部３５に制御されて、画像処理部３４によって画像処理された超音波画
像を通信線５３を介してビデオプロセッサ２０の画像出力部２２に送信させることができ
る。
【００２４】
　また、観測装置用通信部３２は、送受信処理部３３に制御されて内視鏡固有の情報を受
信する。読出し部３１は、観測装置用通信部３２が受信した内視鏡固有の情報を読出して
制御部３５に出力する。
【００２５】
　制御部３５は、読出し部３１が読出した内視鏡固有の情報を用いて、超音波内視鏡１０
との間で適正に通信が確立しているか否かを判定する。即ち、超音波観測装置３０の制御
部３５とビデオプロセッサ２０の制御部２４とは、通信線５４を介して相互に通信を行い
、読出し部３１から読出した内視鏡固有の情報と読出し部２３から読出した内視鏡固有の
情報とを照合する。これにより、制御部２４，３５は、有線接続と無線接続とが正常に行
われているか否か、即ち、ビデオプロセッサ２０に有線接続されている超音波内視鏡１０
と、超音波観測装置３０とが、無線通信によって通信が確立されているか否かを判定する
。
【００２６】
　制御部３５は、ビデオプロセッサ２０に有線接続されている超音波内視鏡１０との間で
無線通信が確立したものと判定すると、制御部２４との間で情報を共有すると共に、送受
信処理部３３を制御して超音波画像をビデオプロセッサ２０に送信させる。
【００２７】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について図２のフローチャートを参照し
て説明する。図２の左側は超音波観測装置３０の動作を示し、図２の右側はビデオプロセ
ッサ２０の動作を示しており、破線矢印は通信を示している。
【００２８】
　ビデオプロセッサ２０は、ステップＳ１において、超音波内視鏡１０が接続されている
か否かを判定する。ケーブル５１によって超音波内視鏡１０とビデオプロセッサ２０とが
接続されている場合には、ビデオプロセッサ２０の読出し部２３は、内視鏡用通信部１４
からケーブル５２を介して識別部１５が保持している内視鏡固有の情報を読出す（ステッ
プＳ２）。読出し部２３は読出した内視鏡固有の情報を制御部２４に出力する。制御部２
４は、通信線５４を介して超音波観測装置３０の制御部３５と通信を行って、読出し部２
３が読出した内視鏡固有の情報を制御部３５に転送する（ステップＳ３）。
【００２９】
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　一方、超音波観測装置３０においては、観測装置用通信部３２が超音波内視鏡１０の内
視鏡用通信部１４との間で通信の確立を試み、通信が可能になると識別部１５に保持され
ている内視鏡固有の情報を取得する。読出し部３１は、観測装置用通信部３２から内視鏡
固有の情報を読出して制御部３５に出力する（ステップＳ１１）。
【００３０】
　制御部３５は、通信線５４を介してビデオプロセッサ２０から送信された内視鏡固有の
情報と観測用通信部２３によって無線通信により取得した内視鏡固有の情報とを照合し、
両者が一致しているか否かを判定する（ステップＳ１２）。照合の結果、両者が一致して
いると判定した場合には、制御部３５は、ビデオプロセッサ２０に有線接続されている超
音波内視鏡１０との間で、無線通信による通信が確立しているものと判定する。
【００３１】
　この場合には、制御部３５は、ステップＳ１３において、超音波内視鏡１０に対して、
送受信に必要な設定を実施する。即ち、制御部３５は、観測装置用通信部３２を介して、
送信及び受信用の設定パラメータを内視鏡用通信部１４に送信させ、超音波内視鏡１０と
の間で超音波画像が送受信可能な状態に設定する。これにより、超音波内視鏡１０からの
超音波画像が無線通信によって超音波観測装置３０に送られる。
【００３２】
　また、制御部３５は、超音波観測装置３０において超音波内視鏡１０を認識したことを
、ビデオプロセッサ２０の制御部２４に通信線５４を介して通知する（ステップＳ１４）
。これにより、ビデオプロセッサ２０は、有線接続されている超音波内視鏡１０と、超音
波観測装置３０とが、無線通信によって通信が確立していることを認識し、超音波観測装
置３０との間で相互に情報を共有する。
【００３３】
　これにより、ビデオプロセッサ２０は、超音波画像を表示するモードになった場合には
、超音波観測装置３０からの超音波画像をモニタ４０に表示するように画像制御を行う。
即ち、制御部２４，３５相互間で通信を行い、制御部３５は、送受信処理部３３に超音波
内視鏡１０から取得した超音波画像を送信させる。画像処理部３４は、超音波画像を通信
線５３を介して画像出力部２２に出力する。画像出力部２２は、制御部２４に制御されて
、通信線５３を介して入力された超音波画像を、モニタ４０に与えて表示させる。
【００３４】
　なお、この場合には、撮像処理部２１によって取得した内視鏡画像と超音波観測装置３
０からの超音波画像とをそれぞれ単独で又は両方同時にモニタ４０に与えて表示させるこ
とができる。
【００３５】
　また、図２のステップＳ１２における照合の結果、ビデオプロセッサ２０からの内視鏡
固有の情報と観測用通信部２３によって無線通信により取得した内視鏡固有の情報とが不
一致と判定した場合には、制御部３５は処理をステップＳ１５に移行する。この場合には
、制御部３５は、超音波内視鏡１０に対して送受信に必要な情報を送信しない。また、制
御部３５は、無線通信の相手である超音波内視鏡が未対応の機器であることを示す通知を
ビデオプロセッサ２０の制御部２４に出力する。この場合には、制御部２４は、ビデオプ
ロセッサ２０に有線接続されている超音波内視鏡１０と超音波観測装置３０によって通信
が確立している超音波内視鏡１０とは、異なる超音波内視鏡であることを示す表示をモニ
タ４０に表示させて、術者に超音波内視鏡１０と超音波観測装置３０との間で通信が確立
していないことを知らせる。
【００３６】
　このように本実施の形態においては、超音波内視鏡に有線接続されているビデオプロセ
ッサと、超音波内視鏡に無線通信によって接続されている超音波観測装置との間で、取得
した内視鏡固有の情報を照合することで、ビデオプロセッサに有線接続されている超音波
内視鏡と、超音波観測装置に無線通信によって接続されている超音波内視鏡とが同一の超
音波内視鏡であることを確認するようになっている。即ち、超音波観測装置と超音波内視
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鏡とを無線で接続確立する方法を採用した場合でも、ビデオプロセッサに接続された超音
波観測装置と、超音波内視鏡とを無線にて確実に接続することができ、超音波内視鏡と超
音波観測装置とを簡単に接続することができ、内視鏡画像と超音波画像を切り替えられる
システム性を確保できる。また、通信の確立を確認することで、以後ビデオプロセッサと
超音波観測装置との間で情報の共有が可能となり、同一患者に対する内視鏡画像と超音波
画像とを一元管理しながら、表示及び記録等が可能となる。
【００３７】
　また、図２においては、ステップＳ１３，Ｓ１４は順に処理されることになっているが
、これらの処理を同時に行ってもよい。
【００３８】
　また、図２では超音波観測装置３０に内視鏡固有情報を転送して、超音波観測装置３０
において固有情報の一致を判断しているが、ビデオプロセッサ２０から内視鏡固有情報を
超音波観測装置３０に転送せず、ビデオプロセッサ２０で内視鏡固有情報を読みだしたこ
とを受けて、超音波観測装置３０でも内視鏡固有情報を読み出し、ビデオプロセッサ２０
へ転送し、ビデオプロセッサ２０で固有情報の一致を判断して、その旨をモニタに画像表
示するようにしてもよい。
【００３９】
（第２の実施の形態）
　図３は本発明の第２の実施の形態を示すブロック図である。図３において図１と同一の
構成要素には同一符号を付して説明を省略する。本実施の形態は、モニタ４０への出力を
超音波観測装置３７で行うようにしたものである。
【００４０】
　本実施の形態における超音波観測装置３７は、画像処理部３４に代えて画像処理部３６
を採用した点が図１の超音波観測装置３０と異なる。本実施の形態においては、ビデオプ
ロセッサ２０の画像出力部２２は、内視鏡画像を通信線５３を介して超音波観測装置３７
の画像処理部３６に出力する。
【００４１】
　画像処理部３６は、観測装置用通信部３２が超音波内視鏡１０から受信した超音波画像
に対し所定の画像信号処理を施してモニタ４０に出力すると共に、通信線５３を介して入
力された画像出力部２２からの内視鏡画像をモニタ４０に出力することができる。また、
画像処理部３６は、内視鏡画像と超音波画像とを合成してモニタ４０に出力することもで
きる。制御部３５は、制御部２４との間で通信を行って、内視鏡画像及び超音波画像のモ
ニタ４０への出力制御を行う。
【００４２】
　このように構成された実施の形態においても、超音波内視鏡１０に有線接続されたビデ
オプロセッサ２０と超音波観測装置３７との間で通信を行って内視鏡固有の情報の照合を
行い、超音波内視鏡１０と超音波観測装置３７との無線通信の接続を確立する過程は第１
の実施の形態と同様である。
【００４３】
　本実施の形態は、超音波内視鏡１０を動作させることで得られる内視鏡画像及び超音波
画像のモニタ４０への出力制御を、超音波観測装置３７の制御部３５において行う。制御
部３５は、ビデオプロセッサ２０から送信された内視鏡画像と、観測装置用通信部３２に
おいて超音波内視鏡１０から無線通信によって取得した超音波画像とを切り替えて、又は
同時にモニタ４０に表示させる。
【００４４】
　他の作用及び効果は第１の実施の形態と同様である。
【００４５】
（第３の実施の形態）
　図４は本発明の第３の実施の形態を示すブロック図である。図４において図１と同一の
構成要素には同一符号を付して説明を省略する。本実施の形態の超音波内視鏡システムに
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おいては、モニタ４０に代えて、制御部６１を備えた表示装置６０を採用する。第１及び
第２の実施の形態においては、超音波内視鏡１０との通信の確立を、ビデオプロセッサ２
０の制御部２４及び超音波観測装置３０の制御部３５によって判定した。これに対し、本
実施の形態は、超音波内視鏡１０との通信の確立を、超音波内視鏡システム内の他の部分
に設けた制御部によって行うようになっている。図４の例では、表示装置６０に設けた制
御部６１によって通信の確立を判断する例を示している。
【００４６】
　制御部２４は通信線５４Ｖを介して表示装置６０内の制御部６１と通信を行い、制御部
３５は通信線５４Ｕを介して表示装置６０内の制御部６１と通信を行う。また、画像出力
部２２は、通信線５３Ｖを介して内視鏡画像を表示装置６０に供給し、画像処理部３４は
、通信線５３Ｕを介して超音波画像を表示装置６０に供給する。
【００４７】
　表示装置６０には、内視鏡画像及び超音波画像が入力される。表示装置６０は、制御部
６１に制御されて、入力されたこれらの画像を選択的に又は同時に図示しない表示画面上
に表示することができるようになっている。
【００４８】
　表示装置６０の制御部６１は、読出し部２３が読出した内視鏡固有の情報が制御部２４
から供給されると共に、読出し部３１が読出した内視鏡固有の情報が制御部３５から供給
される。制御部６１は入力されたこれらの内視鏡固有の情報同士を照合することにより、
有線接続と無線接続とが正常に行われているか否か、即ち、ビデオプロセッサ２０に有線
接続されている超音波内視鏡１０と、超音波観測装置３０とが、無線通信によって通信が
確立されているか否かを判定する。
【００４９】
　制御部６１は、ビデオプロセッサ２０に有線接続されている超音波内視鏡１０と、超音
波観測装置３０との間で無線通信が確立したものと判定すると、制御部２４，３５相互間
で情報を共有させる。また、制御部６１は、制御部２４，３５によって表示モードが指定
され、指定された表示モードで、内視鏡画像及び超音波画像を選択的に又は同時に表示画
面に表示させる。
【００５０】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について図５のフローチャートを参照し
て説明する。図５において図２と同一の手順には同一符号を付して説明を省略する。図５
においては、左側に超音波観測装置３０の動作を示し、中央に表示装置６０の動作を示し
、右側にビデオプロセッサ２０の動作を示しており、破線矢印は通信を示している。
【００５１】
　ビデオプロセッサ２０が内視鏡用通信部１４からケーブル５２を介して識別部１５が保
持している内視鏡固有の情報を読出すと（ステップＳ２）、制御部２４は、表示装置６０
を介して内視鏡固有の情報を読出したことを超音波観測装置３０の制御部３５に伝える。
これにより、超音波観測装置３０は、観測装置用通信部３２によって超音波内視鏡１０と
通信を行って内視鏡固有の情報を取得する。読出し部３１は観測装置用通信部３２から内
視鏡固有の情報を読出して（ステップＳ３１）、制御部３５に出力する。
【００５２】
　本実施の形態においては、ビデオプロセッサ２０の制御部２４は、読出し部２３が取得
した内視鏡固有の情報を通信線５４Ｖを介して表示装置６０に転送し（ステップＳ２１）
、超音波観測装置３０の制御部３５は、読出し部３１が読出した内視鏡固有の情報を通信
線５４Ｕを介して表示装置６０に転送する（ステップＳ３１）。
【００５３】
　表示装置６０の制御部６１は、ビデオプロセッサ２０及び超音波観測装置３０から転送
された内視鏡固有の情報を照合して、一致不一致の判定を行う（ステップＳ４１）。制御
部６１は、内視鏡固有の情報同士が一致していると判定した場合には、ステップＳ４２に
おいて一致していることを示す情報（一致情報）を生成する（ステップＳ４２）。また、
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制御部６１は、内視鏡固有の情報同士が一致していないと判定した場合には、ステップＳ
４３において不一致であることを示す情報（不一致情報）を生成する（ステップＳ４３）
。制御部６１は、一致情報又は不一致情報を通信線５４Ｖ，５４Ｕを介して制御部２４，
３５に出力する（ステップＳ４４）。
【００５４】
　ビデオプロセッサ２０の制御部２４は、受信した情報が一致情報であるか不一致情報で
あるかを判定する（ステップＳ２２）。制御部２４は、一致情報の場合には、ビデオプロ
セッサ２０に有線接続されている超音波内視鏡１０と、超音波観測装置３０との間で通信
が確立したものと認識する（ステップＳ２３）。また、制御部２４は、受信した情報が不
一致情報であるものと判定した場合には、ビデオプロセッサ２０に有線接続されている超
音波内視鏡１０と、超音波観測装置３０との間で通信が確立していないものと認識する（
ステップＳ２４）。
【００５５】
　超音波観測装置３０の制御部３５は、ステップＳ３２において、受信した情報が一致情
報であるか不一致情報であるかを判定する。制御部３５は、一致情報の場合には、ビデオ
プロセッサ２０に有線接続されている超音波内視鏡１０と、観測装置用通信部３２との間
で無線通信が確立したものと認識する（ステップＳ３３）。この場合には、制御部３５は
、ステップＳ１３において、超音波内視鏡に対して、送受信に必要な設定を実施する。
【００５６】
　また、制御部３５は、受信した情報が不一致情報であるものと判定した場合には、ビデ
オプロセッサ２０に有線接続されている超音波内視鏡１０と、観測装置用通信部３２との
間で無線通信が確立していないものと認識して、超音波内視鏡１０に対して送受信に必要
な情報を送信しない。
【００５７】
　ビデオプロセッサ２０の制御部２４及び超音波観測装置３０の制御部３５は、通信が確
立したものと認識すると、内視鏡画像及び超音波画像を通信線５３Ｖ，５３Ｕを介して表
示装置６０に出力する。これにより、表示装置６０は、表示モードに応じて、内視鏡画像
と超音波画像の一方又は両方を表示画面に表示する。
【００５８】
　また、表示装置６０の制御部６１は、不一致情報を生成した場合には、超音波観測装置
３０の無線通信の相手である超音波内視鏡が未対応の機器であり、ビデオプロセッサ２０
に有線接続されている超音波内視鏡１０と超音波観測装置３０によって通信が確立してい
る超音波内視鏡１０とは、異なる超音波内視鏡であることを示す表示を表示画面上に表示
させる。なお、制御部６１は、通信が確立した場合にはその旨の表示を表示画面上に表示
させてもよい。
【００５９】
　このように本実施の形態においても第１の実施の形態と同様の効果を得ることができる
。
【００６０】
　なお、上記実施の形態においては、ビデオプロセッサ２０、超音波観測装置３０は、各
１台であるが、複数のビデオプロセッサ２０、複数の超音波観測装置３０が１つの表示装
置６０に接続される構成であってもよい。ただし、表示装置６０に接続される通信線と画
像通信線は、各機材でペアとなっている必要がある。上記各実施の形態においては、モニ
タ又は表示装置に、通信が確立されているか否かの情報を表示する例を示したが、超音波
内視鏡システム内にＬＣＤやＬＥＤ等による表示部を設けて、この表示部に表示させるよ
うにしてもよい。
【００６１】
　本発明は、上記各実施形態にそのまま限定されるものではなく、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記各実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
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施形態に示される全構成要素の幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施
形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【００６２】

　本出願は、２０１３年１０月１日に日本国に出願された特願２０１３－２０６５９３号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲、図面に引用されたものとする。

【図１】 【図２】



(12) JP WO2015/050050 A1 2015.4.9

【図３】 【図４】

【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月31日(2015.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明に係る超音波内視鏡システムは、光学観察可能な超音波内視鏡と、該超音波内視
鏡と有線接続された光学観察のためのビデオプロセッサと、超音波観察のための超音波観
測装置とで構成される超音波内視鏡システムにおいて、前記超音波内視鏡は、被検体から
光学画像を取得する撮像部と、前記被検体に超音波を送受信する超音波振動子と、前記超
音波振動子が受信した超音波から得られる超音波信号および内視鏡固有の情報である内視
鏡状態情報を無線により送受信する内視鏡用通信部と、を備え、前記ビデオプロセッサは
、前記撮像部で得られた前記光学画像を画像信号処理する画像出力部と、前記超音波内視
鏡の前記内視鏡状態情報を読み出す第１の読出し部と、を備え、前記超音波観測装置は、
前記超音波信号を送受信可能な送受信部と、前記内視鏡用通信部と無線通信し、前記超音
波信号および前記内視鏡状態情報を送受信する観測装置用通信部と、前記観測装置用通信
部で得られた前記超音波信号に基づいて超音波画像を生成する超音波画像処理部と、前記
観測装置用通信部で得られた前記内視鏡状態情報を読み出す第２の読出し部と、を備え、
前記ビデオプロセッサの第１の読出し部で得られた前記内視鏡状態情報と、前記超音波観
測装置の第２の読出し部で得られた前記内視鏡状態情報とを比較し、情報が一致した場合
にのみ前記ビデオプロセッサと前記超音波観測装置との前記被検体に関する情報共有を開
始させる制御部と、を具備する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明に係る超音波内視鏡システムの通信方法は、光学観察可能な超音波内視鏡と、該
超音波内視鏡と有線接続された光学観察のためのビデオプロセッサと、超音波観察のため
の超音波観測装置とで構成される超音波内視鏡システムの通信方法であって、前記超音波
内視鏡に有線接続された前記ビデオプロセッサの第１の読出し部が、前記超音波内視鏡の
内視鏡状態情報を読出す手順と、前記超音波観測装置の観測装置用通信部が、前記超音波
内視鏡の内視鏡用通信部と無線通信し、前記内視鏡状態情報を受信する手順と、制御部が
、前記ビデオプロセッサ及び前記観測装置用通信部が受信した内視鏡状態情報を照合して
一致判定を行い、一致していると判定した場合に前記ビデオプロセッサと前記超音波観測
装置との前記被検体に関する情報共有を開始させる制御を行う手順とを具備する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学観察可能な超音波内視鏡と、該超音波内視鏡と有線接続された光学観察のためのビ
デオプロセッサと、超音波観察のための超音波観測装置とで構成される超音波内視鏡シス
テムにおいて、
　前記超音波内視鏡は、



(14) JP WO2015/050050 A1 2015.4.9

　被検体から光学画像を取得する撮像部と、
　前記被検体に超音波を送受信する超音波振動子と、
　前記超音波振動子が受信した超音波から得られる超音波信号および内視鏡固有の情報で
ある内視鏡状態情報を無線により送受信する内視鏡用通信部と、を備え、
　前記ビデオプロセッサは、
　前記撮像部で得られた前記光学画像を画像信号処理する画像出力部と、
　前記超音波内視鏡の前記内視鏡状態情報を読み出す第１の読出し部と、を備え、
　前記超音波観測装置は、
　前記超音波信号を送受信可能な送受信部と、
　前記内視鏡用通信部と無線通信し、前記超音波信号および前記内視鏡状態情報を送受信
する観測装置用通信部と、
　前記観測装置用通信部で得られた前記超音波信号に基づいて超音波画像を生成する超音
波画像処理部と、
　前記観測装置用通信部で得られた前記内視鏡状態情報を読み出す第２の読出し部と、を
備え、
　前記ビデオプロセッサの第１の読出し部で得られた前記内視鏡状態情報と、前記超音波
観測装置の第２の読出し部で得られた前記内視鏡状態情報とを比較し、情報が一致した場
合にのみ前記ビデオプロセッサと前記超音波観測装置との前記被検体に関する情報共有を
開始させる制御部と、
を具備することを特徴とする超音波内視鏡システム。
【請求項２】
　前記内視鏡状態情報は、前記超音波内視鏡の識別情報も含んでいることを特徴とする請
求項１に記載の超音波内視鏡システム。
【請求項３】
　前記ビデオプロセッサまたは前記超音波観測装置の一方に接続される表示装置と、
　前記画像出力部と前記超音波画像処理部を接続する画像通信線とを備え、
　前記画像出力部または前記超音波画像処理部は、前記画像通信線によって相互に接続さ
れた他方の画像処理部から画像情報を入手し、光学画像と超音波画像の双方を前記表示装
置で切り替え可能に表示する
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡システム。
【請求項４】
　少なくとも１つの前記ビデオプロセッサおよび少なくとも１つの前記超音波観測装置と
接続されて前記制御部が構成された表示装置を備え、
　前記表示装置は、
　前記ビデオプロセッサおよび前記超音波観測装置の各画像出力を入力できる画像入力部
と、
　前記ビデオプロセッサおよび前記超音波観測装置の前記第１および第２の読出し部から
出力される前記内視鏡状態情報が入力される内視鏡情報入力部と、を具備し、
　前記制御部は、前記内視鏡情報入力部により入力された前記複数の内視鏡状態情報を比
較し、情報が一致した場合にのみ前記ビデオプロセッサと前記超音波観測装置との前記被
検体に関する情報共有を開始させる指示を行うと共に、前記表示装置に対し前記内視鏡状
態情報が一致する前記ビデオプロセッサおよび前記超音波観測装置の画像を切り替え可能
に表示する制御を行う
ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡システム。
【請求項５】
　前記表示装置は、前記ビデオプロセッサの第１の読出し部で得られた前記内視鏡状態情
報と、前記超音波観測装置の第２の読出し部で得られた前記内視鏡状態情報とが一致した
場合、前記ビデオプロセッサと有線接続された前記超音波内視鏡と前記超音波観測装置と
が無線接続されている状態を表示画面に表示する
　ことを特徴とする請求項３又は４に記載の超音波内視鏡システム。
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【請求項６】
　前記超音波内視鏡は、前記ビデオプロセッサの第１の読出し部で得られた前記内視鏡状
態情報と、前記超音波観測装置の第２の読出し部で得られた前記内視鏡状態情報とが一致
した場合、前記ビデオプロセッサと有線接続された前記超音波内視鏡と前記超音波観測装
置とが無線接続されている状態を表示画面に表示する表示部
　を具備したことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１つに記載の超音波内視鏡シス
テム。
【請求項７】
　光学観察可能な超音波内視鏡と、該超音波内視鏡と有線接続された光学観察のためのビ
デオプロセッサと、超音波観察のための超音波観測装置とで構成される超音波内視鏡シス
テムの通信方法であって、
　前記超音波内視鏡に有線接続された前記ビデオプロセッサの第１の読出し部が、前記超
音波内視鏡の内視鏡状態情報を読出す手順と、
　前記超音波観測装置の観測装置用通信部が、前記超音波内視鏡の内視鏡用通信部と無線
通信し、前記内視鏡状態情報を受信する手順と、
　制御部が、前記ビデオプロセッサ及び前記観測装置用通信部が受信した内視鏡状態情報
を照合して一致判定を行い、一致していると判定した場合に前記ビデオプロセッサと前記
超音波観測装置との前記被検体に関する情報共有を開始させる制御を行う手順と
　を具備したことを特徴とする超音波内視鏡システムの通信方法。
【手続補正書】
【提出日】平成27年7月30日(2015.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　制御部３５は、通信線５４を介してビデオプロセッサ２０から送信された内視鏡固有の
情報と観測装置用通信部３２によって無線通信により取得した内視鏡固有の情報とを照合
し、両者が一致しているか否かを判定する（ステップＳ１２）。照合の結果、両者が一致
していると判定した場合には、制御部３５は、ビデオプロセッサ２０に有線接続されてい
る超音波内視鏡１０との間で、無線通信による通信が確立しているものと判定する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　また、図２のステップＳ１２における照合の結果、ビデオプロセッサ２０からの内視鏡
固有の情報と観測装置用通信部３２によって無線通信により取得した内視鏡固有の情報と
が不一致と判定した場合には、制御部３５は処理をステップＳ１５に移行する。この場合
には、制御部３５は、超音波内視鏡１０に対して送受信に必要な情報を送信しない。また
、制御部３５は、無線通信の相手である超音波内視鏡が未対応の機器であることを示す通
知をビデオプロセッサ２０の制御部２４に出力する。この場合には、制御部２４は、ビデ
オプロセッサ２０に有線接続されている超音波内視鏡１０と超音波観測装置３０によって
通信が確立している超音波内視鏡１０とは、異なる超音波内視鏡であることを示す表示を
モニタ４０に表示させて、術者に超音波内視鏡１０と超音波観測装置３０との間で通信が
確立していないことを知らせる。
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摘要(译)

超声内窥镜系统包括：超声内窥镜，其包括存储内窥镜状态信息的识别
单元；以及第一读取单元，其读取超声内窥镜的识别单元的内窥镜状态
信息。 以及一种超声波观察装置，其包括：第二读取单元，其读取由观
察单元通信单元获得的内窥镜状态信息；以及视频处理器的第一读取单
元。 仅当信息匹配时，才比较内窥镜状态信息和由超声观察设备的第二
读取单元获得的内窥镜状态信息。 控制单元控制与超声观察装置建立无
线连接。
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